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原文翻訳

本日本語訳は,Schmersal本社ドイツ語原文を基

に作成されたものであり,翻訳上の疑義があり

ます。原文及び英文のみが有効となります。

1 この文書について

1.1 機能
この取扱説明書は、製品の取り付け・据付・試運転・安全操作・取り

外しに必要な全ての情報を提供します。装置付近に完全かつ読みやす

い状態で保管してください。

1.2 対象：権限・資格のある人向け
この取扱説明書に記述された全ての操作は、使用者によって認められ

た専門技術者が行ってください。

この取扱説明書を熟読し、コンポーネントの据付及び運転の前に、労

働安全及び事故予防のための適用可能な全規定についてご確認くださ

い。

組立作業員は、コンポーネントの選定、取り付け、内蔵に対して、他

の技術仕様を遵守するのと同じように、慎重に整合規格を選択しなけ

ればなりません。

1.3 使用記号の説明

情報、助言、注釈：
この表示は役立つ追加情報を示します。

注意：取り扱いを誤った場合に、故障、機能不良が想定され

る内容を示しています。

警告：取り扱いを誤った場合に、傷害を負う可能性が想定さ

れる内容および物的損害の発生が想定される内容を示して

います。

1.4 適切な使用
本製品は、設備や機械の一部として安全関連機能を果たすために開発

されたものです。設備や機械全体が的確に動作する事を保証する事

は、製造者の責任です。

本製品は、下記に挙げられたバージョンまたは製造者によって許可さ

れたアプリケーションに対してのみ使用されるべきものです。 アプリ

ケーションの範囲に関する詳細情報は、「製品内容」に記述されてい

ます。

1.5 安全上のご注意
使用者は、この取扱説明書内の注意書き、各国特有の据付規格、周知

の安全法規および事故予防方策を遵守しなければなりません。

更なる技術情報については、Schmersalカタログまたはイン

ターネット(www.schmersal.net)上のオンラインカタログを

ご参照ください。

仕様などの記載内容について予告なく変更することがあります。あら

かじめご了承ください。

残留リスクは、取り付け・据付・操作・保全に関する説明書同様に安

全に関する注意の監視時に周知されています。

1.6 誤使用に関する警告

本製品の不十分、不適切な使用および無効化の際は、人へ

の危険、機械、設備への損害を負う可能性があります。EN 

1088の関連注意事項もご参照ください 。

1.7 免責事項
誤った取り付けやこの取扱説明書を正しく理解していないために起こ

った損害、故障は、免責事項となります。また、製造者により許可

されていない代替・付属品による損害は、製造者の免責事項となりま

す。

独自の修理・改造・変更は、安全上の理由から許可されておらず、そ

の結果生じる損害に対して製造者は免責事項となります。
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2 製品内容

2.1 型番
本取扱説明書は以下の型式名を対象としています。

CSP-11-34➀-D-M-ST

番号 値 内容

➀ ローカルアクノレッジなし

F2 ローカルアクノレッジ付

アクチュエータCSP34-S-1 サイドＯＮ検出

2.2 特別仕様
2.1適用機種で挙げられていない特別仕様は一般仕様に準じます。

2.3 目的と用途
セーフティスイッチCSP34は、安全回路を使用し、防護扉の位置を監視

します。 本製品はコード化された電子式アクチュエータCSP34-S-1と

組み合わせて使用することにより、ヒンジ式扉またはスライド式扉、

リムーバブル（取り外し式）カバーの開閉監視を行います。電子式ア

クチュエータCSP34-S-1は、20種類の様々なコード化が可能となりま

す。セーフティスイッチとアクチュエータの「1対のコード化」の可能

性により、結果的に高度な無効化防止が可能となります。 

セーフティスイッチとアクチュエータのコード化
CSP34の(コード化)安全機能を初期化するためには、最初に優先アクチ

ュエータを入力済セーフティセンサの検出領域内にしなければなりま

せん。アクチュエータコードの自動学習工程は、黄色LED点滅と同時

の赤色LED点滅により、セーフティセンサで信号化されます。コードを

記録するため、短いパルスの点滅インパルスは、10秒後、セーフティ

スイッチの動作電圧の切断を要求します。（5秒以内に切断されない

場合、セーフティセンサは学習工程を中止し、アクチュエータエラー

を5回点滅によって表示します。）  動作電圧の次の入力後、アクチュ

エータは更新検出されなければなりません。；つまり、該当するセー

フティセンサとアクチュエータの分類は、それにより永遠に記録され

ます。セーフティセンサは、もはや他のコード化によって作動出来ま

せん。

アクチュエータのコードと注文番号表示は、アクチュエータヘッドの

サイドにあります。これらの表示は、取り付けられた状態では、ピン

で保全された留め具によりカバーされています。後注文との複製され

たものとの区別化を難しくするため、高度な無効化防止が可能となり

ます。

ローカルアクノレッジ（特殊型番F2)
セーフティセンサCSP 34 F2による防護扉監視時には、危険領域が見

えるように該当する確認ボタンなどを防護扉に位置付けて下さい。

確認ボタンの動作時には、ピン8で0Vから24Vへの変換・（インパルス

継続0.3-3秒）へのリセットが行われます。マイナス信号検出付安全

出力は、閉じられた扉いおいては解除されます。扉開放後、次の出力

前に更新確認されなければなりません。セーフティセンサCSP 34 F2

は、他のCSS関連装置で直列接続することができます。この方法で、複

合機は見通しの効かない部分を少しずつ解除することが出来ます。そ

の際、出力順はCSPとCSSセーフティセンサの混用においても問題あり

ません。CSS 34 F0またはCSS 34 F1セーフティセンサとの組み合わせ

は、防護カバーの直接制御に関する入力装置として同様に可能となり

ます。

型式銘板付サイド面によるセーフティスイッチとアクチュエータの接
近

Y

X
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セーフティセンサCSP34の動作距離
作動カーブは、センサの入力・出力動作距離を表示しています。

記号説明

S: 切替距離

可能な横方向の位置ズレ：

X: -型式銘板付長辺サイド面経由

Y: -型式銘板付短辺サイド面経由

Son: スイッチを入れる距離

Soff: 遮断距離

Sh: ヒステリシス領域

Sh = Soff - Son

Sao: 安定動作距離

Sar: 安定復帰距離

IEC 60947-5-3準拠

セーフティセンサCSP34の直列接続
本製品は、最大31セットまで直列接続することができます。直列接続

時は全長200mまで配線可能です。 直列接続した場合、ケーブル長、ケ

ーブル断面積、安全センサの電圧降下などによる電圧損失が発生する

おそれがありますのでご注意ください。ケーブルを長くする場合は、

できる限り断面積の大きい延長ケーブルを選定してください。

推奨セーフティリレーユニット

カテゴリ4、PL e：SRB031MC、SRB301LC/B、SRB301MC、SRB3

01ST、SRB304ST、SRB324ST、P

ROTECT PLC

カテゴリ3, PL d: AES 1135, AES 1235

使用者は、安全規格と要求安全水準に従って、保護装置の評

価と設計をしなければなりません。

2.4 技術データ

規格：

 

IEC 60947-5-3; EN ISO 13849-1; 

IEC 61508

ケース材質： グラスファイバー強化熱可塑性樹脂

動作方式： 誘導式

アクチュエータ： CSP 34-S-1

（IEC60947-5-3に基づく）動作距離：

定格動作距離 Sn:
11 mm

安定動作距離 Sao： 8 mm

安定復帰距離 sar： 15 mm

応差（ヒステリシス）： 1.5mm以下

繰り返し精度(R)： < 0.5 mm

応答周波数(f)： 3 Hz

直列接続： 最大31セット

ケーブル長： 最大200m

接続方式： M12、8芯コネクタ（本体に装備）

耐環境性：



3

CSP 34
取扱説明書
セーフティスイッチ

JP

使用周囲温度Tu: 出力電流が0.1A以下時 – 25 ºC … + 70 

°C

出力電流が0.25A以下時  – 25 ºC … + 

65 °C 

保存周囲温度： – 25 ºC … + 85 ºC

耐振動： 10…55 Hz, 振幅1 mm

耐衝撃： 30 g / 11 ms

保護構造： EN 60529に基づくIP65およびIP67

電気的仕様：

定格動作電圧Ue：
24 VDC -15% / +10% (

安定PELV)

定格動作電流 Ie： 0.6 A

要求条件付き定格短絡電

流：

100 A

ヒューズ： 2.0 A

両接続仕様における接続ケーブルのケー

ブル断面積に注意してください。  

定格絶縁電圧Ui:
32 VAC/DC

定格インパルス耐電圧

Uimp：

800 V

消費電流Io： 0.1 A

応答時間： 30 ms未満

リスク持続時間： 60 ms未満

絶縁構造： II

過電圧カテゴリ： III

汚染度： 3

イミュニティ（電磁耐

性）：
EN 61000-6-2に準拠

エミッション（電磁放

射）：
クラスA

安全出力 Y1/Y2：
ノーマルオープン、2チャンネル、PNP出

力タイプ、短絡保護機能装備

残留電圧： 1 V未満

定格動作電圧Ue1：
(Ue - 1 V)以上

漏れ電流Ir： < 0.5 mA

定格動作電流Ie1： 周囲使用温度により最大0.25A

最小動作電流Im： 0.5 mA

使用カテゴリ： DC-12, DC-13

診断出力： PNP出力タイプ、交差短絡保護

残留電圧： 5 V未満

定格動作電圧Ue2：
(Ue – 5 V)以上

定格動作電流Ie2： 0.05 A以下

使用カテゴリ： DC-12, DC-13

2.5 分類 （認証準備中）

規格： EN ISO 13849-1, IEC 61508, 

IEC 60947-5-3

PL: eまで

カテゴリ： 4まで

PFH値： 3.6 x 10-9 / h

SIL: 3まで

耐用年数： 20年

分類：
PDF-Mに

適合

3 取り付け

3.1 通常の取り付け方法
取り付け位置と方向に制約はありません。取り付けの際は、セーフテ

ィセンサとアクチュエータの型式銘板で表示された検出面が必ず向か

い合わせになるように取り付けてください。 DIN EN 1088の要求事項を

遵守してください。 セーフティセンサCSP 34およびアクチュエータ

CSP 34-S-1には、それぞれ取付具が付属されています。 取付具には回

転式の固定用穴（長穴）が装備されていますので、垂直方向または水

平方向に調整することができます。 取付具はM4ビスで取り付けてくだ

さい。 セーフティセンサおよびアクチュエータは、3面のいずれかを

取付具に取り付けることができます。 取付具のロックキャップでセー

フティセンサおよびアクチュエータを固定してください。

安全に関する注意事項
セーフティセンサおよびアクチュエータは、防護扉のストッ

パには使用しないでください。取り付けプレートは、固定

されなければなりません。また、留め具は、無効化防止のた

め、一緒に梱包されている安全ピンにより開かれることに対

し保証されていなければなりません。使用周囲温度≥  55  °C

の場合、セーフティセンサは、人による予見可能な接触に対

して保護されるように設計されなければなりません。    

3.2 寸法
全ての寸法単位はmmです。

セーフティスイッチ

27

97
,2

35
10
8,
2

M 12x1

アクチュエータ

2735

97
,2 10
1,7

取付具の外形寸法図

358
27

101,7

42,5

4,
5

50

R4,6

R2
,1

¤5

固定穴 保全ピン用穴
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3.3 調整
セーフティセンサおよびアクチュエータ間の距離は,「sao（安定動作距

離）」以下となるように設置してください。 セーフティセンサおよび

アクチュエータ間の距離が不均一な状態 (例:防護扉の傾きなど) でも

動作させたい場合は, 設置距離を4mmにしてください。 但し, 動作表

示灯 (黄色) と診断出力では, 異なる動作距離を示します。

相互干渉および動作距離が短くなることを避けるため、本製

品を2台並べて使用するときは、100mm以上離して設置してく

ださい。

サイドＯＮタイプの最大ズレ幅

Y

X

長辺側のセンサとアクチュエータの最大ずれ幅(x)は30mmです。 (例：

扉のガタによる取り付けずれ幅)。 軸方向の最大ずれ幅(z)は±8mmで

す。

4 電気配線

電気配線は通電されていない状態で、専門技術者が実施して

ください。

セーフティセンサに使用する電源は、過電圧に対する保護装置を装備

する必要があります。異常時の電圧は、60Vを超えないようにしてくだ

さい。PELV電源を推奨します。

安全出力は、セーフティリレーユニットへ直接配線ができます。セ

ーフティスイッチ・リレーユニット上の一連のスイッチの安全出力

は、EN  ISO  13849-1に従ったカテゴリ4、PL  eまでの使用で実施されま

す。  セーフティセンサCSP34がリレーまたは非安全制御部品に接続さ

れている場合は、新たにリスク評価を行なう必要があります。ケーブ

ル毎250mAの最大負荷電流は、監視されなければなりません。

5 立上げと保全

5.1 動作テスト
本製品は、安全機能に関してテストされなければなりません。ここで

は、以下を確認して下さい。

1.セーフティスイッチおよびアクチュエータが確実に取り付けられて

いることを確認してください。  

2.導線の固定・破損がないこと。

3.  システムに、異物、ホコリが無いこと。(特に鉄屑)

5.2 保全 

セーフティスイッチは、通常の取り付け・使用時においては、保全が

不要です。

下記の通常保全を推奨します。

・セーフティスイッチおよびアクチュエータが確実に取り付けられて

いることを確認してください。

• ゴミやほこりなどの異物はすべて取り除いてください。

• ケーブルに損傷が無い事を確認してください。

破損、故障した際は交換してください。

6 動作原則と診断機能

6.1 安全出力の動作
防護扉を開くことでアクチュエータがセーフティセンサの動作領域か

ら外れ、本製品の安全出力が即座に遮断されます。（「セーフティセ

ンサCSP34の動作距離」をご参照ください。）  本製品の機能に直ちに

影響を及ぼすことのないエラー（例：使用周囲温度の超過、安全出力

端子の異常の可能性、交差短絡）の場合、安全出力は遅延してOFFに

なります。エラーが修復されない場合、安全出力は30分後にOFFになり

ます。

エラーを解決した場合は、防護扉を開いて再度ロックしてください。 

6.2 診断表示灯の動作
本製品は本体の側面にある3色の表示灯により、動作状況やエラーを表

示します。さらに、診断出力も動作状況を出力します。これらの信号

は下流の制御にて使用する事が出来ます。

電源を投入すると電源表示灯（緑色）が点灯します。 供給電圧は取

付られています。 安全出力がONのとき、動作表示灯（黄色）が点灯し

ます。 アクチュエータがセーフティセンサ動作距離の不安定領域に

ある場合は、動作表示灯（1HZ、黄色）が点滅します。 動作表示灯（

黄色）の点滅は、セーフティセンサとアクチュエータ間の距離の不均

一な状態（例：防護扉の傾きなど）を早期に検出したい場合に使用し

ます。 距離が更に増え、安全出力を切断し、機械を停止する前に、取

付を再確認して下さい。 エラーが検出された場合、エラー表示灯（赤

色）が点灯または点滅します。

診断表示灯点滅コード

LED表示（赤） 故障原因

1回点滅 Y1でのエラー出力

2回点滅 Y2でのエラー出力

3回点滅 Y1/Y2での交差短絡

4回点滅 使用周囲温度の超過

5回点滅 誤った・欠陥のあるアクチュエータ

赤点灯 内部故障

6.3 診断出力の動作
さらに、診断出力も動作状況を出力します。(表1参照） これらの信号

は下流の制御にて使用する事が出来ます。

短絡保護のある診断出力OUTは、表示用またはPLCなどの非安全関連制

御部品に使用可能です。表に示すようにスイッチ状況が示されます。

動作表示灯  (黄)のように,  診断出力もセンサ・アクチュエータ間の距

離の検出に使用することができます。 エラー発生により、診断出力が

遮断されます。 エラーが修復されない場合、安全出力は30分後にOFFに

なります。  診断出力が停止し、尚且つ安全出力がON状態の場合は、制

御により製造工程を停止することができます。エラー修復後、本製品

は防護扉の開閉によりリセットすることができます。  

注意（ローカルアクノレッジ付F2仕様）
逆信号組み合わせ・診断種つy六を入力し、安全出力を切断する場合、

ローカルアクノレッジの要求に対し、信号発生が使用されることが出

来ます。
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表1:従来の診断出力付セーフティスイッチCSP34の診断機能例

センサ機能 LED
緑 赤 黄

診断出力 安全出力Y1
、Y2

注意

I. 通電、非動作時 ON OFF OFF 0 V 0 V 電圧品質の評価無しに電圧は敷設されています。

II. 動作、安全出力時 ON OFF ON 24 V 24 V 黄色のLEDは、アクチュエータが検出範囲内にある事を

示します。

III. 不安定領域での動作時 ON OFF 点滅 

(1Hz)

24 Vサイ

クル

24 V アクチュエータが不安定領域外になると、セーフティセ

ンサの安全出力がOFFとなり、機械が停止します。機械

を停止する前にセーフティセンサの再調整を行ってくだ

さい。

IV. 動作時、安全出力遮

断1)

ON OFF 点滅 

(5Hz)

24 V 0 V センサはローカルアクノレッジを待っています。

V. 不安定領域内動作時、

安全出力遮断1)

ON OFF 点滅 

交流 

(1Hz/5Hz)

24 V 

サイクル

0 V LED表示はセンサ機能ⅢとⅣと組み合わせ；センサはロー

カルアクノレッジを待っています。

VI. エラー時 ON ON・

点滅

ON 0 V 24 V エラーが解消されない場合は、30分後にこの状態になり

ます

VII. 故障時 ON ON・

点滅

ON 0 V 0 V -

1) ローカルアクノレッジ付F2仕様のみ

7 取り外し・廃棄

7.1 取り外し
本製品は、必ず電源を切った状態で取り外してください。

7.2 廃棄
本製品は、国家規格・法規に従って適切に専門的な措置により廃棄さ

れなければなりません。

8 付録

8.1 配線例
アプリケーション例を提示します。適用の際は、セーフティセンサと

配線が各アプリケーションに対して適切かどうか確認する必要があり

ます。  

配線例1：ローカルアクノレッジなしのCSP34
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CSP 34-S-1

CSP 34

CSP 34-S-1

CSP 34

n個直列 直列接続で最大31装置まで

安全出力

配線例2：ローカルアクノレッジ付のCSP34F2

X1 Y1
X2 Y2
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2
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Y1

Y2
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4
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7

Y
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Y
2A
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A
2 IN IN
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T

24 VDC

GND

CSP 34-S-1

CSP 34F2

CSP 34-S-1

CSP 34F2

ローカルアクノ

レッジ

安全出力

n個直列 直列接続で最大31装置まで

8.2 接続・コネクタピン配置 

メスソケットM12、8芯のカバー付接続ケーブル  

ケーブルの長さ: 2.5 m, 8 x 0.23 mm2 部品番号: 1209963

ケーブルの長さ: 5.0 m, 8 x 0.23 mm2 部品番号: 1209964

ケーブルの長さ: 10 m, 8 x 0.23 mm2 部品番号: 1209960

5

8

4

3

2 1

7

6
5

8

4

3

21

7

6

EN60946-5-2：2004に従ったコネクタピ
ン色コード

セーフティスイッチの機能 内蔵コネクタのピン
配置

汎用コネクタピンの色コード

prEN60947-5-2:
2006に準拠

DIN47100に準拠

茶 A1 定格動作電圧Ue 1 茶 白

白 X1 安全入力 1 2 白 茶

青 A2 GND 3 青 緑

黒 Y1 安全出力1 4 黒 黄

灰 OUT 診断出力 5 灰 灰

紫 X2 安全入力 2 6 桃 桃

赤 Y2 安全出力2 7 紫 青

桃 IN CSP 34F2: 

ローカルアクノレッジ

8 シールド 赤
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付録

8.3 CE適合宣言書

注意
最新の適合宣言書は、インターネット（www.schmersal.

net)でダウンロード可能。

CE適合宣言書

適合宣言書原文翻訳 K.A.Schmersal GmbH

Industrielle 

Sicherheitsschaltsysteme

Möddinghofe 30, D - 42279 Wuppertal

Germany

Internet: http://www.schmersal.com

ここに、次のセーフティコンポーネントが欧州機械指令の要求事項に適合していることを宣言す

る。

発行場所・日付： Wuppertal, 2010年1月7日

法的署名

Heinz Schmersal

社長

製品名： CSP 34

製品内容： 非接触式電子セーフティセンサ  

関連EC指令： 2006/42/EC 機械指令

2004/108/EC EMC指令

技術文書の責任者： Ulrich Loss

Möddinghofe 30

42279 Wuppertal

2006/42/EC機械指令附属Xに従った品質システ

ムの認証機関：

TÜV Rheinland Industrie Service GmbH

Alboinstr56

12103 Berlin

認識番号：0035



K. A. Schmersal GmbH
Industrielle Sicherheitsschaltsysteme
Möddinghofe 30, D - 42279 Wuppertal

Postfach 24 02 63, D - 42232 Wuppertal

Telefon +49 - (0)2 02 - 64 74 - 0

Telefax +49 - (0)2 02 - 64 74 - 1 00

E-Mail: info@schmersal.com

Internet: http://www.schmersal.com
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